
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一方の面に、情報に対応する熱的作用を受けて該情報を記録する感熱発色層を有し、他方
の面に熱転写層を有する感熱部材、および該感熱部材の熱転写層と部分的に接着され、か
つ感熱部材を透過した情報態様の熱的作用により情報を記録することができる感熱発色層
または顕色剤層を有する受像部材を含む感熱複写伝票において、熱的作用により情報が記
録される部分を除く前記層および面から選択される部分に、前記情報の記録のために付与
される熱的作用によって、該情報を表す色相とは異なる色相で発色する感熱発色インク層
が設けられている感熱複写伝票。
【請求項２】
感熱部材の熱転写層および受像部材の感熱発色層または顕色剤層を有する面とは反対の面
と全体的にまたは部分的に接触し得る面を有しかつ該面とは反対の面に感圧接着剤層を有
する基材シートと、前記感圧接着剤層と接着するように設けられた剥離紙との組み合わせ
から成るタックシートを更に含む請求項１記載の感熱複写伝票。
【請求項３】
熱的作用により情報が記録される部分を除く同一または異なる前記層および／または面に
、該情報を表す色相とは異なる色相で発色する感熱発色インク層が１以上設けられている
ことを特徴とする請求項１または２記載の感熱複写伝票。
【請求項４】
感熱発色インク層が、受像部材および／またはタックシートに含まれる層および／または
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面に設けられている請求項３記載の感熱複写伝票。
【請求項５】
感熱発色インク層が設けられている部分が、露出されており、かつ前記情報の記録のため
に付与される熱的作用を直接受け得る請求項４記載の感熱複写伝票。
【請求項６】
感熱部材の感熱発色層上および熱転写層上にオーバーコート保護層を有する請求項１また
は２記載の感熱複写伝票。
【請求項７】
感熱部材の熱転写層と感熱発色層または顕色剤層および／または感熱部材の熱転写層また
は受像部材の感熱発色層または顕色剤層を有する面とは反対の面と基材シートの感圧接着
剤層を有する面とは反対の面とが、対向する部材、層または面の周縁部位を接着すること
により部分的に接着されていることを特徴とする請求項１または２記載の感熱複写伝票。
【請求項８】
感熱部材の熱転写層と前記タックシートの剥離紙を有しない面とが対向する周縁部位が接
着された形態を成し、該形態の内部に受像部材が封入されていることを特徴とする請求項
７記載の感熱複写伝票。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、サーマルプリンタによる感熱記録によって感熱複写が可能な伝票に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、宅配便等により使用される伝票は、３枚以上が一冊となった感圧複写方式の配
送用複写伝票を用い、それにボールペン等で必要な情報を手書きしている。
このような現状に対し、複写伝票の枚数を減らしかつ感圧複写方式ではなく感熱複写方式
で情報を記録する形態がすでに提案されている（特願平１１－３７１０２９号）。この方
式では、上下２枚の感熱転写紙から成り、送り先や送り主などの情報をコンピュータから
直接書きこむだけでよく、配送業者が中継点等で必要とする情報は伝票に印刷されたバー
コード情報によって処理する。この配送用感熱複写伝票は、一度に大量の物品を送付する
、いわゆる大口送り主がコンピュータ端末から直接情報を取りこむ場合等に非常に有効で
ある。
【０００３】
ところで、配送用の複写伝票には、一般に、「着払」、「元払」および「代引」などの宅
配料金の支払い方法によって色分けされており、配達人はその色により料金徴収の有無を
確認することができる。例えば、「着払」用の複写伝票は必要な情報を記録する部分が赤
色で印刷されており、また「元払」用の複写伝票は緑色、「代引」用伝票はオレンジ色等
でそれぞれ印刷されている。
しかしながら、このように色分け印刷された複写伝票は、便利である反面、常に全ての種
類の配送用伝票を保管していなければならず、また製造コストも複雑化しかつ高くなる傾
向がある。更に、前述のように配送用の複写伝票への情報記録をコンピュータで行なう場
合、一般に連続帳票形態の複写伝票をプリンターに供給するが、料金支払方法の異なる情
報を記録する際には、その都度印刷を停止し、その情報に対応する色の情報記入欄を有す
る複写伝票に入れ替えなければならなかったことから、コンピュータの使用による連続処
理の利点が半減していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、必要な情報を記録する部分を色分け印刷する必要がなく、１種
類の複写伝票で多目的な伝票として使用可能な感熱複写伝票であって、例えば配送用に用
いた場合、「着払」、「元払」または「代引」等の機能を果たし得る感熱複写伝票を提供
することである。
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【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、熱的作用により発色する感熱複写伝票に、部分的に熱的作用により発色
の色調が異なる感熱発色インキ層を少なくても１つ以上設け、必要に応じて感熱発色イン
キ層を発色させることにより、従来の伝票の問題点を克服し、上記目的を達成した。
すなわち、本発明の第１の観点は、一方の面に情報に対応する熱的作用を受けてその情報
を記録する感熱発色層を有し、他方の面に熱転写層を有する感熱部材と、この感熱部材を
透過した熱的作用により、情報を記録することができる感熱発色層または顕色剤層を有す
る受像部材とを含む感熱複写伝票であって、熱的作用により情報が記録される部分を除く
前記層および面から選択される少なくとも１つの箇所に、前記情報の記録のために付与さ
れる熱的作用によって、該情報を表す色相とは異なる色相で発色する感熱発色インク層が
設けられている、２枚葉の感熱複写伝票を提供する。
【０００６】
本発明は、第２の観点として、感熱部材の熱転写層および受像部材の感熱発色層または顕
色剤層を有する面とは反対の面と全体的にまたは部分的に接触し得る面およびその面とは
反対の面に感圧接着剤層とを有する基材シートと、前記感圧接着剤層と接着するように設
けられた剥離紙との組み合わせから成るタックシートを更に含んで成る、３枚葉の感熱複
写伝票も提供する。
【０００７】
本発明の感熱複写伝票は、熱的作用により情報が記録される部分を除く同一または異なる
前記層および／または面に、該情報を表す色相とは異なる色相で発色する感熱発色インク
層が１以上設けられていることを特徴とする。また、本発明の感熱複写伝票は、感熱発色
インク層が、受像部材および／またはタックシートに含まれる層および／または面に設け
られていてもよい。更に本発明の感熱複写伝票は、感熱発色インク層が設けられている部
分が、露出されており、かつ前記情報の記録のために付与される熱的作用を直接受け得る
ものであってもよい。
【０００８】
本発明の感熱複写伝票は、感熱部材の感熱発色層上および熱転写層上にオーバーコート保
護層を有していてよい。
【０００９】
本発明において、感熱部材の熱転写層と感熱発色層または顕色剤層および／または感熱部
材の熱転写層または受像部材の感熱発色層または顕色剤層を有する面とは反対の面と基材
シートの感圧接着剤層を有する面とは反対の面とが、対向する部材、層または面の周縁部
位を接着することにより部分的に接着されていてよい。
【００１０】
本発明の第２の観点の感熱複写伝票は、別態様として、感熱部材の熱転写層と前記タック
シートの剥離紙を有しない面とが対向する周縁部位が接着された形態を成し、該形態の内
部に受像部材が封入されたものも包含する。
【００１１】
【実施例】
以下の実施例により、本発明を更に詳細に説明する。

先ず、本発明の第１の観点に係る、２枚葉の感熱複写伝票を説明する。
図１～図４には、以下の手順に従って形成される本発明の感熱複写伝票 100ａ～ 100ｃを示
す。ここで、図２は、図３の本発明の感熱複写伝票 100ｂのＯ－Ｐ線における断面図であ
る。
図１～４の感熱複写伝票 100ａ～ 100ｃは、（１）感熱部材 110と（２）受像部材 120から構
成されており、感熱部材 110には基材シート（Ａ） 111が含まれ、受像部材 120には基材シ
ート（Ｂ） 121が含まれている。
【００１２】
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前記基材シート（Ａ）および（Ｂ） 111および 121はそれぞれ、例えば、ポリエステルフィ
ルム、ポリカーボネートフィルムおよび紙シート等から任意に選択される材料であってよ
い。
本発明では、特に好ましくは、感熱部材 110中に含まれる基材シート（Ａ） 111として、厚
さが２５～６０ｇ／ｍ 2の範囲の材料を使用する。基材シート（Ａ） 111の厚さが前記範囲
よりも薄いと、原紙表面および／または裏面への各層形成のための塗布工程において、作
業性が極端に悪化し、あるいは前記範囲を超えて厚すぎると、サーマルプリンターのサー
マルヘッドの熱伝導が悪くなり、受像部材 120における十分な転写発色濃度が達成し難く
なる。
【００１３】
基材シート（Ａ）および（Ｂ）表面にはいずれも、通常使用されるインクおよび装置など
を用い、単色で（所望により１色以上で）印刷された必要な情報を記録する部分（以下、
情報記入欄と呼ぶ。） 160を有している。
【００１４】

基材シート（Ａ） 111の情報記入欄 160を含む面に感熱発色層 112を形成した後、それとは
反対の面に熱転写層 113を形成する。
【００１５】
感熱発色層 112は、具体的には、発色剤を、水溶性バインダーに混合してボールミルまた
はサンドグラインダー中で８時間粉砕・微粉砕して調製したＡ液と、顕色剤と水溶性バイ
ンダーを水中で粉砕・微粉砕して調整したＢ液とを混合することにより調製され得る感熱
発色層形成用組成物を、基材シート（Ａ） 111の情報記入欄 160を含む面に塗布量２～８ｇ
／ｍ 2で塗布し、乾燥することによって形成される。
【００１６】
得られる感熱発色層 112は、サーマルプリンターのプリンターヘッドによる 80～ 110℃の範
囲への加熱により発色するが、その色相は、使用する発色剤の種類に依存して変化する。
好適な発色剤は、ロイコ染料であり、具体的には、感熱紙に常用されるトリフェニルメタ
ン系化合物、トリフェニルメタンフタリド系化合物、フルオラン系化合物、フェノチアジ
ン系化合物、インドリルフタリド系化合物、ロイコオーラミン系化合物、ローダミンラク
タム系化合物、トリアゼン系化合物およびスピロピラン系化合物等のロイコ体（例えば、
クリスタルバイオレットラクトン、マラカイトグリーンラクトン、 3,3-ビス (p-ジメチル
アミノフェニル )-6-ジメチルアミノフタリド、 2-(N-(3'-トリフルオロメチルフェニル )-
アミノ )-6-ジエチルアミノフルオラン、 3-ジエチルアミノ -7-メチルフルオラン、 3-ジエ
チルアミノ -6-メチル -7-クロロフルオラン、 3-ジエチルアミノ -7-ジベンジルアミノフル
オラン、 3-ジエチルアミノ -7-アニリノフルオラン、 3-(N-メチルアニリノ )-7-アニリノフ
ルオラン、 3-(N-メチルアニリノ )-7-アニリノフルオラン、 3-ジエチルアミノ -7-(m-トリ
フルオロメチルアニリノ )フルオラン、 3-ジエチルアミノ -6-メチル -7-アニリノフルオラ
ン、 3-(N-メチルシクロヘキシルアミノ )-6-メチル -7-アニリノフルオラン、 3-ピロリジノ
-6-メチル -7-アニリノフルオラン、 3-ピペリジノ -6-メチル -7-アニリノフルオラン、 3-(N
-メチル -p-トルイジノ )-6-メチル -7-アニリノフルオラン、ベンゾ -β -ナフトスピロピラ
ン等）のような、青、赤、黒等の各種の色相で発色し得るもの、およびこれらの混合物が
挙げられる。発色剤は、固体の形態でそのまま使用してもよい。特に好ましくは、発色剤
として、 3,3-ビス (p-ジメチルアミノフェニル )-6-ジメチルアミノフタリドまたは 2-(N-(3
'-トリフルオロメチルフェニル )-アミノ )-6-ジエチルアミノフルオランを使用する。
【００１７】
感熱発色層 112に使用される顕色剤としては、感熱紙に一般に使用されるものであってよ
く、例えば、モンモリロナイト、アタパルジャイト、ベントナイト、活性白土、カオリン
等の粘土鉱物、 4-t-ブチルフェノール、 4-フェニルフェノール、 2,2-ビス (p-ヒドロキシ
フェニル )プロパン［すなわち、ビスフェノールＡ］、 4-ヒドロキシ -4'-イソプロポキシ
フェニルスルホン、 2,2-ビス (p-ヒドロキシフェニル )ブタン、 4-t-ブチルフェノールとホ
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ルムアルデヒドとの重縮合物、α -ナフトール、β -ナフトール、またはサリチル酸誘導体
の金属塩のうち 5-フェニルサリチル酸の亜鉛塩、 5-t-アミルサリチル酸の亜鉛塩、 5-(4-
ヒドロキシフェニル )-サリチル酸の亜鉛塩、 3,5-ジ -α -メチルベンジルサリチル酸の亜鉛
塩、 3-メチル -5-フェニル -サリチル酸の亜鉛塩、サリチル酸とホルムアルデヒドとの縮合
物の亜鉛塩等が挙げられる。これらの顕色剤は単独でまたは組み合わせて使用してよい。
【００１８】
前記水溶性バインダーは、従来から感熱紙に用いられるものであってよく、例えば、澱粉
、メチルセルロース、ポリビニルアルコール、カルボキシ変性ポリビニルアルコール、ポ
リアクリルアミド等の水溶液であってよい。感熱発色層形成用組成物にはさらに、無機顔
料（カオリン、クレー、炭酸カルシウム、微粒子状無水シリカ等）、増感剤（脂肪酸アミ
ド類、芳香族カルボン酸エステル類、脂肪酸エステル類、芳香族エーテル類等）および滑
剤（パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、脂肪酸アミド、フッ化エチレ
ン、ケイ酸アルミニウム等）が含有されていてよい。
【００１９】
感熱発色層 112は、必要に応じて増感剤も含有し得る。好適な増感剤としては、例えばア
ミド類、フェノール誘導体、フェニルエーテル誘導体、ビフェニルエーテル誘導体、ナフ
チルフェニル誘導体などが挙げられ、特に 80～ 180℃の融点を有する物質であってよい。
【００２０】
基材シート（Ａ） 111の感熱発色層 112とは反対の面に形成される熱転写層 113は、無色な
いしは淡色の発色剤および熱可融性物質（いわゆる、ワックス）を含有する。
熱転写層 113に使用される発色剤は、前述の感熱発色層 112について列挙したものから好ま
しく選択することができ、所望の色の感熱記録を得るのであれば、前記感熱発色層 112に
含まれる発色剤と同一であっても異なっていてもよい。
前記発色剤と混合可能な熱可融性物質は、融点が 30～ 110℃のワックス状物質である。こ
のようなワックス類としては、例えば、カルナウバワックス、モンタンワックス、オーリ
キュリーワックス、キャンデリラワックス、シュガーケーンワックス、ココナッツワック
ス、パラフィンワックス、マイクロクリタリンワックス、ヘキストワックス（ＯＰ、Ｏ等
）、パリコワックス（ＷＢワックス等）、ＮＰＳワックス、ライスワックス、低分子ポリ
エチレンワックス、ステアリン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸、脂肪酸アミド（ステア
リン酸アミド等）、ケトンワックス（ステアロン等）が挙げられるが、これらに限定され
るものではない。
ここで、「ワックス状物質」という用語とは、加熱溶融により低粘度の液状となり、融点
以下に冷却すると再び凝固して固体状となる物質を意味するものであって、当該分野にお
いて一般に知られている高級脂肪酸と高級アルコールとのエステルのみを表すものではな
い。
【００２１】
熱転写層用塗布液は、前記熱可融性物質（すなわち、ワックス）と発色剤としてのロイコ
染料微粉末とを混合し、所望により、更に可塑剤を添加し、それらを加熱溶融して均一に
分散することにより調製される。使用される熱転写層形成用塗布液の融点および粘度は、
通常、含有成分の一つであるワックス類の種類およびその使用量によって調整することが
できる。前記塗布液中の発色剤とワックス類の望ましい配合割合は、例えば、ワックス類
100重量部に対して前記発色剤３～ 15重量部であってよいが、本発明は、この範囲に限定
されるものではない。
【００２２】
熱転写層 113は、前記熱転写層用塗布液を、前記基材シート（Ａ） 111の裏面上にフレキソ
印刷またはフレキソ塗工機を用いて塗布量２～ 10ｇ／ｍ 2で塗布することにより形成され
得る。
ここで、熱転写層 113の塗工量および表面状態は、グラビアまたはフレキソ印刷版のメッ
シュによって決定されるが、本発明では、特に、 100～ 300線／インチ、最も好ましくは 12
0～ 200線／インチでかつ深さ 10～ 60μｍ、好ましくは深さ 30～ 50μｍのメッシュを有する
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フレキソまたはグラビア印刷版を用いて塗布することが好ましい。
【００２３】
本発明において、前記熱転写層 113には、低エネルギーのサーマルプリンターによる複写
性のような機能を付与するために、必要に応じて鉱物油、ケイ酸テトラウンデシル、ケイ
酸テトラジデシル、ケイ酸テトラトリデシル、塩化パラフィン等の可塑剤等を更に添加す
ることも可能である。
【００２４】
本発明の感熱複写伝票 100において、より好ましくは、搬送および／または取扱い中に発
生する印字記録部の不要な発色汚染を防止するために、感熱発色層 112および熱転写層 113
上にＵＶ硬化性インキから形成される第１および第２オーバーコート保護層 115および 116
を形成する。特に、第２オーバーコート保護層 116は、熱転写層 113の全面を被覆するよう
に形成され、また第１オーバーコート保護層 115は、感熱発色層 112上の情報記入欄 160に
おける受領印の押捺指定箇所および収入印紙等の貼付指定箇所（図２中、矢印で示す部分
）以外の全面を被覆するように形成される。
【００２５】
第１および第２オーバーコート保護層 115および 116を形成するのに好適に使用されるＵＶ
硬化性インキは、従来から用いられているものであってよいが、光エネルギーにより乾燥
硬化する紫外線硬化性樹脂を含むオーバーコート用インキであってもよく、例えば、特開
平 11-123870号公報に記載のものが挙げられ、具体的には、紫外線硬化性樹脂；光重合開
始剤；増感剤；および、必要に応じて体質顔料等を含有し得る。これらＵＶ硬化性インキ
は、そのまま使用されても、あるいは従来既知の印刷インキに使用されるワセリン、マッ
ト剤、スリップ剤または消泡剤等の助剤；および、アクリルモノマー、プレポリマー等の
連鎖移動剤のような紫外線硬化反応機構に有効な各種助剤を更に添加した後、使用されて
もよい。
本発明において、第１オーバーコート保護層 115形成用ＵＶ硬化性インキには更に、アク
リレートエステル基含有ポリシロキサン、メルカプト基含有ポリシロキサン等のようなシ
リコン系潤滑剤を含有していてもよい。
【００２６】
前記紫外線硬化性オーバーコート用インキは、その製造工程において、上記各成分の練り
合わせ中に部分的に大きな剪断応力がかかることによって系全体が高温とならないように
、さらに、その結果、重合反応が部分的に起こることがないように注意する必要があるが
、それ以外は、当該分野において通常使用される印刷インキと同様の方法で製造され得る
。前記インキはいずれも、例えば、３本ロールミル、サンドミル、ＫＤミル、ボールミル
等を用いて各成分を混練し、分散してインキとする。
第１オーバーコート保護層 115は、平版、凸版、スクリーン、グラビア、フレキソ印刷法
に従い、塗布量 0.1～ 2.5ｇ／ｍ 2の範囲で前記熱転写層 14上に塗布された後、紫外線を照
射して硬化することにより形成されてよい。
ここで、前記塗布量が 0.1ｇ／ｍ 2未満であると、貯蔵または搬送中における印字記録部の
不要な発色汚染を十分に防止できず、あるいは 2.5ｇ／ｍ 2を超えると、プリンターの印加
エネルギ－による複写が不十分となるため、いずれも好ましくない。
【００２７】
ここで、最も好ましくは、感熱部材 110の熱転写層 113およびそれを被覆する第２オ－バ－
コ－ト保護層 116はいずれも、後で詳細に説明する第１感熱発色インク層 150と対向する部
位を除いて形成する。こうすることで、第１感熱発色インク層 150が混色して発色するこ
とを防止することができる。
【００２８】

受像部材 120は、情報記入欄 160を有する面に感熱発色層または顕色剤層 122を有する基材
シート（Ｂ） 121を含む。ここで、感熱発色層 122は、その組成が、前記感熱部材 110に形
成される感熱発色層 112と同一であっても、所望により発色剤が異なっていてもよい。
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【００２９】
前記基材シート（Ｂ） 121に顕色剤層 122を形成する場合、顕色剤層 122の組成は、熱の付
与によって前記熱転写層 113から転写されたロイコ染料を発色させ印字記録を形成するも
のであればよく、好ましくは顕色剤、およびラテックスまたはバインダーを含有する。
顕色剤としては、前記感熱部材 110に形成される感熱発色層 112中に配合されるものと同様
のものが例示されるが、より好ましくは、感熱性に特に優れた２種以上の顕色剤を混合し
て使用する。本発明で使用するのに最も好ましい顕色剤は、フェノール性物質、例えば 2,
2-ビス (p-ヒドロキシフェニル )プロパン［すなわち、ビスフェノールＡ］あるいは 4-ヒド
ロキシ -4'-イソプロポキシフェニルスルホンとサリチル酸誘導体の亜鉛塩（特に、 3,5-ジ
-α -メチルベンジル -サリチル酸の亜鉛塩）との混合物である。
顕色剤層 122に含まれるラテックスの具体例としては、ＳＢＲラテックス、ＮＢＲラテッ
クス、ＰＳＢＲラテックス等が挙げられ、またバインダーの具体例としては、澱粉、ポリ
ビニルアルコール等の水溶液が挙げられる。
顕色剤層 122は、例えば、前記ラテックスおよび／または水溶性バインダーの水溶液中に
顕色剤をボールミル、サンドグラインダーなどを用いて微分散させた塗布液を、基材シー
ト（Ｂ） 121の情報記入欄 160を有する面に乾燥被覆重量 2.0～ 7.0ｇ／ｍ 2の範囲で塗布し
、乾燥することによりを形成され得る。
【００３０】

次に、本発明では、熱的作用により情報が記録される部分（すなわち情報記入欄）を除く
層および面から選択される部分に、上方記録のために付与される熱的作用により発色し得
る感熱発色インク層を設ける。
例えば、図１に示す感熱複写伝票 100ａでは、受像部材 120の感熱発色層または顕色剤層 12
2上に感熱印刷方向を横断して帯状に、加熱によりピンク色に発色する感熱発色インク層 1
50が形成されている。
【００３１】

図１～４に示すように、先ず、第２オーバーコート保護層 116と感熱発色層または顕色剤
層 122とを互いに対向して配置し、感熱発色層または顕色剤層 122上の第１感熱発色インク
層 150が存在しない領域に第１糊剤層 117を形成して感熱部材 110と受像部材 120を互いに接
着することにより、本発明の第１の観点の、２枚葉の感熱複写伝票 100ａ～ 100ｃが得られ
る。
【００３２】

本発明において、例えば図２および４に示すように、感熱複写伝票 100ｂおよび 100ｃは、
感熱印刷方向の両端部の感熱部材 110がカットオフ 190されていてよい。このカットオフ工
程により、基材シート（Ｂ） 121表面または感熱発色層または顕色剤層 122の左端部 190が
露出される。
図２～４に示す別態様の感熱複写伝票 100ｂおよび 100ｃでは、この露出部 190にも感熱発
色インク層を形成している。
図２に示す感熱複写伝票 100ｂは、受像部材 120の感熱発色層または顕色剤層 122上に感熱
印刷方向を横断して帯状に、加熱によりピンク色に発色する第１感熱発色インク層 150が
形成され、そして基材シート（Ｂ） 121の感熱発色層または顕色剤層 122を有しない部分（
図中、左端部 190）にも、感熱印刷方向を横断して帯状に、加熱により緑色に発色する第
２感熱発色インク層 155が形成されている。もう一つの態様としての図４に示す感熱複写
伝票 100ｃは、受像部材 120の感熱発色層または顕色剤層 122上に感熱印刷方向を横断して
帯状に、加熱によりピンク色に発色する第１感熱発色インク層 150が形成されており、そ
の感熱発色層または顕色剤層 122上であって、表面が露出した部分（図中、左端部 190）に
は、感熱印刷方向を横断して帯状に、加熱により緑色に発色する第２感熱発色インク層 15
5が形成されている。

10

20

30

40

50

(7) JP 3836660 B2 2006.10.25

工程（ iii）感熱発色インク層の形成

工程（ iv）～（ v）各構成要素の接着

工程（ vi）カットオフ



【００３３】
本発明において、形成される第１および第２感熱発色インク層 150および 155はいずれも、
好ましくは、熱的作用によって記録される情報を表す色相とは異なる色相で発色すること
を特徴とする。
【００３４】
さらに好ましくは、これら第１および第２感熱発色インク層 150および 155は、互いに発色
色相が異なっていてよく、すなわち、使用される発色剤が異なっていてよい。これら感熱
発色インク層は、感熱複写伝票の使用目的に応じて熱的作用を加える部分を変更すること
により、所定の発色色相の組み合わせを発現し、この組み合わせによって、感熱印刷後の
複写伝票が「着払」、「元払」または「代引」のいずれの料金支払い形態を意図するもの
であるかが決定され、視覚的に容易に判別され得る。（例えば、第１感熱発色インク層 15
0のみが加熱されてピンク色に発色している場合は「着払」配送用伝票であり、第２感熱
発色インク層 155のみが加熱され緑色に発色している場合は「元払」配送用伝票であり、
あるいは両者が共に加熱され発色している場合は「代引」配送用伝票である、等。）
【００３５】
本発明の第１の観点において、各感熱発色インク層の形成される位置、面積および形態、
およびそれらの発色色相は、図１～４の例示に限定されるものではなく、複写伝票の使用
目的に応じて適宜変化してよい。すなわち、感熱発色インク層は、情報記入欄を有しない
部分であれば、上記以外の任意の層または部材の面上に、上記以外の形態で形成すること
ができ、例えば、情報記入欄を囲む全周縁部や、一部周縁部を除くコの字型等に形成され
てもよい。
【００３６】
さらに、本発明において、露出された感熱発色インク層（例えば、図２および４中の第２
感熱発色インク層 155）上には、前述と同様のＵＶ硬化性インキを適用してオーバーコー
ト保護層を形成してもよく、これにより、感熱複写伝票 100の搬送および／または取扱い
中に発生する印字記録部の不要な発色汚染を防止することが可能となる。
【００３７】
ここで、第１糊剤層 117は、当該分野で通常使用される接着剤または糊剤を使用して形成
されてよく、例えば、酢酸ビニルエマルション、エチレン酢酸ビニルエマルション、アク
リル樹脂エマルション、ウレタン樹脂エマルション、合成ゴムラテックス、およびこれら
の接着剤とポリエチレンワックス等のワックスエマルションとの混合物を使用することが
できる。
【００３８】

本発明の更なる特徴としては、感熱複写伝票の所望の位置、特に感熱印刷方向における中
央部付近において、感熱部材 110と受像部材 120とが合わせてダイカット 180されているこ
とである。このダイカット 180により、感熱部材 110と受像部材 120は、２つ以上の区分、
最も好ましくは２つの区分に分離され得る（図１～４参照）。
こうして分離された感熱複写伝票 100ａ～ 100ｃでは、ダイカット 180から左側は感熱部材 1
10と受像部材 120とが第１糊剤層 117により接着されていることから１枚の記録用紙が構成
され、ダイカット 180から右側では感熱部材 110と受像部材 120から成る２枚の記録用紙が
存在する。
さらに感熱部材 110と受像部材 120は、ダイカット 180の代わりに、切断部 0.35ｍｍ以上、
非切断部 0.20ｍｍ以下のマイクロミシンを施すことによっても２つ以上の区分に分離でき
る。
【００３９】
実施例１の感熱複写伝票 100ａ～ 100ｃはいずれも、複写により、基材シート（ A)111の裏
面に設けられた熱転写層 113が感熱発色層 112に付与した熱的作用により保護層 116を介し
て基材 (B)121に転写され該熱的作用に応じた情報記録がなされる。それと同時に、それぞ
れ別途設けられた感熱発色インク層 150および 155も必要に応じて発色され得る。

10

20

30

40

50

(8) JP 3836660 B2 2006.10.25

工程（ vii）ダイカット



【００４０】

本発明の第２の観点として、３枚葉の複写伝票 100ｄを図５に示す。この複写伝票 100ｄは
、別途調製するタックシートを更に含むこと以外は実施例１の複写伝票 100ａ～ 100ｃと同
様にして製造される。
【００４１】

図５に示すように、タックシート 130は、基材シート（Ｃ） 131の一方の面に、クロロプレ
ンゴム系、ニトリルゴム系、スチレン－ブタジエンゴム系等の任意の感圧接着剤を塗布す
ることによって感圧接着剤層 135を形成した後、それを剥離紙 140で更に被覆することによ
って提供される。使用される基材シート（Ｃ）は、前記基材シート（Ａ）および（Ｂ）に
ついて記載したものから任意に選択されてよい。
剥離紙 140としては、感熱複写伝票 100の使用前の保管中および搬送中における感圧接着剤
層 135の汚染および他の物品への接着を回避するためのものであり、当該分野において従
来から使用されているもの（例えば、シリコーン加工紙、ワックス加工紙等）がいずれも
適用できる。
【００４２】

本発明の第２観点の感熱複写伝票 100ｄは、例えば、図５に示すような配置で感熱発色イ
ンク層を形成する。
例えば、受像部材 120の感熱発色層または顕色剤層 122上に感熱印刷方向を横断して帯状に
、加熱によりピンク色に発色する感熱発色インク層 150を形成し、更に基材シート（Ｃ） 1
31の感圧接着剤層 127を有しない面にも、感熱印刷方向を横断して帯状に、加熱により緑
色に発色する第２感熱発色インク層 155を形成することができる。ここで、第２感熱発色
インク層 155は、所望により、感熱部材 110と受像部材 120の両端部を予めカットオフする
ことにより基材シート（Ｃ） 131の感圧接着剤層 127を有しない面の表面が露出している部
分（例えば、図５中、左端部 190）に形成することも可能である。
【００４３】
この複写伝票 100ｄにおいて、第１感熱発色インク層 150は基材シート (A)111で外部から保
護された状態であればよく、基材シート (B)上 121または顕色剤層 122または基材シート (C)
131上に配置されている。熱量を考慮すると該第１感熱発色インク層 150は基材シート（ A)
111または保護層 116に直接接すことが可能な場所が望ましい。すなわち、第１感熱発色イ
ンク層 150は基材シート (A)111を介した熱的作用により発色可能であり、また基材シート (
A)111が保護層として働く位置に配置されている。具体的には感熱部材 110と受像部材 120
の第１感熱発色インク層 150周辺は基材シート（ C)131に部分的に接着され、感熱部材 110
は剥離可能な感圧接着剤により基材シート (C)131に固定されている。第１感熱発色層 150
の位置は、基材シート (A)111上に設けられたオーバーコート保護層 115または 116が存在す
る位置の下の受像部材 120上に設ける。この構成により、第 1感熱発色層 150は基材シート
（ A)111およびオーバーコート保護層 115または 116により耐候性が向上することになる。
また、第２感熱発色インク層 155上にも保護層を設けたほうが好ましく、例えば、オーバ
ーコート保護層 115を形成する際に同時に形成することができる。
【００４４】
本実施例２では２色の異なる感熱発色インク層 150または 155を設けているがこれに限るこ
となく用途によりその色相、数（１以上）および配置を任意に決定することが可能である
。
【００４５】

あるいは、図５に示すように、この２枚葉の感熱複写伝票の基材シート（Ｂ） 121の感熱
発色層または顕色剤層 122を有しない面を、基材シート（Ｃ） 131の感圧接着剤層 135を有
しない面と互いに対向して配置した後、基材シート（Ｃ） 131上の第２感熱発色インク層 1
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55が存在しない領域に第２糊剤層 127を形成して受像部材 120とタックシート 130とを互い
に接着することにより、３枚葉の感熱複写伝票 100ｄを得ることができる。
【００４６】
あるいは、別態様として、感熱部材 110とタックシート 130の対向する周縁部に更なる糊剤
層 137を形成してもよい（図６参照）。この糊剤層 137は、受像部材 120に接触しないよう
に形成することが望ましく、それにより、感熱部材 110とタックシート 130とが封筒状の形
態に接合され、その中に受像部材が封入される。
こうすることで、搬送および保管中の感熱部材 110とタックシ－トとの剥離が生じず、各
部材 110および 120の汚染も防止できる。
糊剤層の形成には、実施例１において記載した第１糊剤層の形成に使用される接着剤また
は糊剤を使用してよい。
【００４７】

実施例１または２と同様にして製造される本発明の感熱複写伝票は、別態様として、図７
に示すように連続帳票の形態 200で提供されてもよい。図７には、３枚葉の連続帳票形態
の感熱複写伝票 200を示している。このような形態とすることで、情報記録に関し、サー
マルプリンター等を用いた連続印刷が可能となる。
連続帳票の形態の感熱複写伝票 200には、所望により、その長手方向の両端部に、ピント
ラクタで送るためのマージナル部等のサーマルプリンターでの印刷において必要とされる
部位・機能を設けることができる。
【００４８】

更に本発明では、前記実施例２または３と同様にして製造された複写伝票 100ｄの剥離紙 1
40に、感熱印刷方向を横断する幅の中心付近に感熱印刷方向に平行してミシン目加工また
はカッティングを施すことも可能である。こうして施されたミシン目または切れ目により
、感熱複写伝票 100を配送物品に貼付する際の感圧接着剤層 135からの剥離紙 140の除去が
より容易になる。
【００４９】
【発明の効果】
本発明の感熱複写伝票は、１以上の異なる色相で発色し得る感熱発色インク層を同一また
は異なる部材、層または面上に有することから、感熱記録時に例えば「着払」、「元払」
または「代引」などの宅配料金の支払い方法を選択し指定する等を行うと、それぞれに対
応した感熱発色インク層の発色の組み合わせを形成することができるため、従来のように
複数の目的に応じて多種類の複写伝票の保管が不要である。
【００５０】
本発明によれば、プリンターからのエネルギーに直接接触できる位置に感熱発色インク層
を設けることにより、特別高エネルギーを印加することなく容易に複数の目的に応じた感
熱複写伝票の形成が可能になる。
【００５１】
本発明によれば、感熱発色インク層の保護層を上部の基材シートにより兼用することによ
り特別な保護層を設けることなく輸送時等の引っかき等から発色することを防ぐことが可
能であると同時に耐候性の優れた感熱複写伝票を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の観点の２枚葉の感熱複写伝票の第１態様を表す模式的な断面図
である。
【図２】　本発明の第１の観点の２枚葉の感熱複写伝票の第２態様を表す模式的な断面図
である。
【図３】　図２に示す本発明の感熱複写伝票の平面図である。
【図４】　本発明の第１の観点の２枚葉の感熱複写伝票の第３態様を表す模式的な断面図
である。
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実施例３

実施例４



【図５】　本発明の第２の観点の３枚葉の感熱複写伝票を表す模式的な断面図である。
【図６】　本発明の第２の観点の３枚葉の感熱複写伝票の別態様を表す模式的な平面図で
ある。
【図７】　本発明の連続帳票形態の感熱複写伝票を表す斜視図である。
【符号の説明】
100ａ、 100ｂ、 100ｃ、 100ｄ…本発明の感熱複写伝票、 110…感熱部材、 111、 121、 131…
基材シート、 112…感熱発色層、 113…熱転写層、 115、 116…オーバーコート保護層、 117
、 127、 137…糊剤層、 120…受像部材、 122…感熱発色層または顕色剤層、 130…タックシ
ート、 135…感圧接着剤層、 140…剥離紙、 150、 155…感熱発色インク層、 160…情報記入
欄、 180…ダイカット部またはマイクロミシン部、 190…カットオフ部、 200…本発明の連
続帳票形態の感熱複写伝票。
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